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代表取締役社長 今井 博文

（１）11/9期第2四半期決算概要

Ⅰ 貸借対照表Ⅰ．貸借対照表

（単位：百万円）

11/9期2Q 前期末増減 増減の主な内容

現金同等物 2,918 ▲ 179  

その他流動資産 14,061 570 売上債権増加

項目

資
有形固定資産 7,249 1,347 新注射剤棟建設仮勘定

その他固定資産 2,202 ▲ 31 長期前払費用償却

資産合計 26 431 1 707

資
産

資産合計 26,431 1,707

流動負債 6,918 860 借入金1,400百万円　賞与引当金減少、未払法人税等減少

固定負債 854 22 退職給付引当金増加
負
債
・

負債合計 7,772 882

純資産 18,658 825 利益剰余金の増加

負債純資産合計 26 431 1 707

・
純
資
産

負債純資産合計 26,431 1,707

- 1 -



Ⅱ．損益計算書

（単位：百万円）

１Q ２Q 累計 ３Q ４Q 累計 通期 １Q ２Q 累計 金額 率

売上高 5,224 4,342 9,567 5,155 4,976 10,131 19,698 5,487 5,257 10,745 1,178 12.3%

科目
10/9期 11/9期 累計前期比増減

売上総利益 2,366 2,074 4,441 2,292 2,345 4,637 9,079 2,536 2,465 5,001 559 12.6%

粗利率 45.3% 47.8% 46.4% 44.5% 47.1% 45.8% 46.1% 46.2% 46.9% 46.5%

販売費及び一般管理費 1,423 1,407 2,830 1,419 1,596 3,015 5,846 1,583 1,733 3,316 485 17.2%

（内、研究開発費） 256 244 500 260 353 613 1,114 359 409 768 268 53.6%　（内、研究開発費） 256 244 500 260 353 613 , 359 09 68 68

営業利益 943 667 1,610 872 749 1,622 3,232 953 731 1,684 73 4.6%

　営業外損益 3 0 3 4 2 6 10 1 0 2 ▲ 1 ▲44.5%

経常利益 946 668 1,614 877 751 1,628 3,243 954 732 1,686 72 4.5%

特別損益 ▲ 3 ▲ 19 ▲ 23 ▲ 12 ▲ 50 ▲ 63 ▲ 87 ▲ 11 ▲ 14 ▲ 26 ▲ 2　特別損益 ▲ 3 ▲ 19 ▲ 23 ▲ 12 ▲ 50 ▲ 63 ▲ 87 ▲ 11 ▲ 14 ▲ 26 ▲ 2

税引前当期純利益 942 648 1,590 864 701 1,565 3,156 943 717 1,660 69 4.4%

　税金等 371 247 619 349 243 592 1,212 381 239 620 1 0.2%

当期純利益 570 400 971 514 458 972 1,944 561 477 1,039 68 7.1%

設備投資額 226 660 887 139 733 872 1,759 47 1,635 1,682 795 89.7%

減価償却費 232 259 492 266 268 534 1,026 223 230 454 -37 -7.7%

Ⅲ．薬効分類別売上実績
（単位：百万円）（単位：百万円）

1Q 2Q 2Q累計 3Q 4Q 通期 １Q 2Q 2Q累計 額 率

診　 　断　 　用　 　薬 2,252 1,849 4,101 2,288 2,104 8,494 2,398 2,333 4,732 631 15.4%

ホ ル モ ン 剤 1,253 1,223 2,477 1,453 1,472 5,403 1,609 1,537 3,146 669 27.0%

前年同期比増減
区 分

10/9期 11/9期

ホ　 ル 　 　 ン　 剤 , 53 , 3 , , 53 , 5, 3 ,6 9 ,53 3, 6 669 %

循　環　器　官　用　薬 326 266 593 292 270 1,155 268 245 513 ▲ 79 ▲13.4%

体 外 診 断  医 薬 品 461 231 693 145 160 999 180 248 429 ▲ 263 ▲38.0%

抗生物質及び化学療法剤 180 148 329 180 170 680 196 172 369 39 12.0%

外     皮     用     薬 74 62 137 75 83 297 75 80 155 18 13.4%

泌尿・生殖器官系用薬 97 79 177 105 106 389 104 91 196 19 10.7%

そ         の         他 576 480 1,057 612 607 2,277 653 547 1,200 143 13.6%

合　　　　　　　　　　 計 5,224 4,342 9,567 5,155 4,976 19,698 5,487 5,257 10,745 1,178 12.3%

診断用薬はDPC対象病院を中心に着実に売上増

ホルモン剤は新薬「ルナベル配合錠」の効能追加の寄与等により売上増

体外診断用医薬品はインフルエンザ診断キットの売上が減少
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Ⅳ．四半期毎の売上実績等
（百万円） 過去 期の 半期別売上高推移
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Ⅴ．キャッシュ・フロー計算書

11/9期

２Q累計 通期 ２Q累計

Ⅰ営業活動によるキャッシュ・フロー

（単位：百万円）

10/9期 前年同期比
増減

＊売掛債権の増加：11/9期2Q623
百万円は売上増加による、10/9期２
Qは薬価改定直前の売上減少によ
る影響

Ⅰ営業活動によるキャッシュ・フロ

　　【抜粋】税引前当期純利益 1,590 3,156 1,660 69

　　　　　　減価償却費 492 1,026 454 ▲ 37

　　　　　　売上債権の増減額（▲は増加） 418 ▲ 158 ▲ 623 ▲ 1,041

　　　　　　棚卸資産の増減額（▲は増加） ▲ 736 ▲ 946 ▲ 51 684

＊有形固定資産の取得：

棚卸資産の増減額（ は増加）

　　　　　　仕入債務の増減額（▲は減少） 358 ▲ 213 ▲ 129 ▲ 487

　　　　　　法人税等の支払額 ▲ 671 ▲ 1,208 ▲ 784 ▲ 113

　　営業活動によるキャッシュ・フロー 1,412 2 ,168 450 ▲ 962

Ⅱ投資活動によるキャッシュ・フロー   
新注射剤棟への投資15億５千万円　　【抜粋】有形固定資産の取得による支出 ▲ 625 ▲ 1,482 ▲ 1,678 ▲ 1,053

　　　　　　無形固定資産の取得による支出 ▲ 100 ▲ 218 ▲ 131 ▲ 31

　　投資活動によるキャッシュ・フロー ▲ 528 ▲ 1 ,404 ▲ 1 ,811 ▲ 1 ,282

Ⅲ財務活動によるキャッシュ・フロー 　 　

＊借入による収入：
今後1年以内返済予定借入

　　　　　　配当金の支払額 ▲ 167 ▲ 334 ▲ 218 ▲ 51

　　　　　　短期借入れによる収入 － － 100 100

　　　　　　長期借入れによる収入 － － 1,300 1,300

　　財務活動によるキャッシュ・フロー ▲ 167 ▲ 334 1 ,181 1 ,348

Ⅳ現金及び現金同等物の増減額（▲は減少） 717 429 ▲ 179 ▲ 896Ⅳ現金及び現金同等物の増減額（▲は減少） 717 429 ▲ 179 ▲ 896

Ⅴ現金及び現金同等物の期首残高 2,668 2 ,668 3 ,097 429

Ⅵ現金及び現金同等物の期末残高 3,385 3 ,097 2 ,918 ▲ 466
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（２）2011年9月期業績予想
（単位：百万円）

2Q累計 3Q～4Q

実績 予想 額 率

前期比増減11/9期
通期項目

売上高 22,457 10,745 11,711 2,758 14.0%

経常利益 3,471 1,686 1,784 227 7.0%

当期純利益 2 141 1 039 1 101 196 10 1%当期純利益 2,141 1,039 1,101 196 10.1%

ＲＯＥ
（当期利益）

11.5% 5.7% 5.8% - -

ＲＯＡ
13 1% 6 6% 6 5%

（経常利益）
13.1% 6.6% 6.5% - -

ＥＰＳ 166.36 80.80 85.56 15.31 10.1%

設備投資額 3,245 1,682 1,562

東 響 定 想定

設備投資額 3,245 1,682 1,562

減価償却額 1,119 454 665
研究開発費 2,086 768 1,317

東日本大震災の影響は限定的と想定

（３）中期計画の進捗状況

（1）新たな注射剤を軸に重点疾患領域を拡大する。

G-CSF製剤（持田製薬株式会社との共同開発）は現在臨床 第Ⅱ/Ⅲ
相試験を実施中、上市目標 2013年頃

（2）三極GMPモデルとなる高活性医薬品工場を完成する。

現在2011年11月からの本格稼働開始に向けバリデ シ ンを実施中現在2011年11月からの本格稼働開始に向けバリデーションを実施中

（3）女性医療のリーディング・カンパニーを確立する。

経口避妊薬の製造販売承認を取得、2011年9月期4Qに上市予定
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❏重点課題❏重点課題

基本理念基本理念
わたしたちが「貢献」することと、わたしたちが「成長」すること

/－50期・14/9期中経
4年間の更なる「貢献」と「成長」の具体的な取組みを約束するもの

今の経営課題
設立50年を睨んで既存コア事業の貢献度を引上げることと設立50年を睨んで既存コア事業の貢献度を引上げることと
51期～次の時代に向け、新たな成長戦略を具体化すること

❏めざす方向❏めざす方向
➊ 新たな注射剤を軸に重点疾患領域を拡大する
がんの診断／造影剤から がんの治療／抗がん剤 造血剤 制吐剤 麻薬などがんの診断／造影剤から、がんの治療／抗がん剤、造血剤、制吐剤、麻薬などへ
対象領域を拡大、バイオ後続品、DDS抗がん剤・抗菌剤など、新たな注射剤の
大型製剤を軸に、急性期医療における競争優位な成長基盤を構築

▶11年の主な取組み
合成麻薬製剤の開発パイプラインの構築 新剤型医薬品 抗がん剤国内導入合成麻薬製剤の開発パイプラインの構築、新剤型医薬品・抗がん剤国内導入
の具体化
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➋ 女性医療のリーディング・カンパニーを確立する
主力の不妊症をはじめ、月経困難症、子宮内膜症、更年期障害、避妊などへ
継続的に新たな女性ホルモン剤を投入 産婦人科ホルモン療法のサポ トを強化継続的に新たな女性ホルモン剤を投入、産婦人科ホルモン療法のサポートを強化
GE薬と新薬の相乗的成長モデルを構築

▶11年の主な取組み
新投与経路医薬品・黄体ホルモン剤の開発に着手、バイオ後続品・性腺刺激
ホルモン剤の開発計画を策定ホルモン剤の開発計画を策定

➌ 研究開発を真ん中にした事業運営体制を構築する
研究開発を軸に社内外リソースが一体化、市場調査、製剤工夫、開発マネジメント

アライアンスなどの共有 協業の体制を強化 最適な事業運営モデルを構築アライアンスなどの共有、協業の体制を強化、最適な事業運営モデルを構築
戦略パイプラインの充実と高付加価値化、事業価値を向上

市場動向

アライアンス

研究

マーケティング

事業

技術動向

資源 分

研究
開発

生産
事業
開発

資源配分 マネジメント

▶11年の主な取組み
研究開発センター新設計画の策定、国内外の包括的アライアンスの具体化
を検討
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❏販売計画❏販売計画
女性医療における女性ホルモン剤/低用量ピル、急性期医療における抗がん剤
造血剤などの専門機能の拡充、マーケティング組織、支援システムの刷新造血剤などの専門機能の拡充、マ ケティング組織、支援システムの刷新
流通戦略の強化など、戦略疾患領域におけるマーケティング活動の質×量の
引上げ、売上高を倍増

新製品上市計画
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❏新たな発展のシンボル❏新たな発展のシンボル
新たな発展のシンボルとなる大規模な注射剤工場棟を新設、先ずは既存の
2倍の能力の大型樹脂シリンジ製剤製造ラインと、最も高度な無菌保証レベル2倍の能力の大型樹脂シリンジ製剤製造ラインと、最も高度な無菌保証レ ル
（無菌操作アイソレーター）の硝子シリンジ製剤製造ラインを立上げ
注射剤メーカーとしての更なる差別化と高度化と最大化を目指す

❏14/9期事業目標❏14/9期事業目標
当社の14/9期（50期）の姿：
新たな時代へ向けて大型新製品の開発パイプラインを組立てている新たな時代 向けて大型新製品の開発パイプラインを組立てている
新注射剤工場棟が本稼働している、次期の大型設備投資が決定している
コア領域のドクターより一番の支持を得ている、がん関連用剤を立ち上げている
次世代リーダー育成プログラムが本稼働している 海外へ製剤を供給している次世代リ ダ 育成プログラムが本稼働している、海外へ製剤を供給している

など
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年 在

基本情報基本情報
（2011年3月31日現在）

本 店 所 在 地

設 立 年 月 日

●

●

東京都千代田区三番町５番地７

昭和40年４月１日設 立 年 月 日

事 業 内 容

資 本 金

●

●

●

昭和40年４月１日

医療用医薬品の製造及び販売

16億1 695万円資 本 金

株 主 数

工 場

●

●

●

16億1,695万円

2,648名

富山県富山市水橋辻ヶ堂1515番地工 場

従 業 員

役 員

●

●

●

富山県富山市水橋辻ヶ堂 番地

509名

代表取締役社長 今井博文役 員●

常務取締役 広見 覚、徳永賢一

取 締 役 上出豊幸、三橋厚弥

小沢伊弘（社外）、内田正行（社外）

監 査 役 中村 稔（常勤）、三村藤明（社外）

佐藤 明（社外）

本資料に記載の業績予想及び将来の予測等に関する記述は、資料作成時点
で入手した情報に基づき弊社で判断した予想であり 潜在的なリスクや不確実で入手した情報に基づき弊社で判断した予想であり、潜在的なリスクや不確実
性が含まれております。

本日は、お忙しい中、ご来場頂き、誠にありがとうございました。

＜お問い合わせ先＞＜お問い合わせ先＞
管理部 経営管理課 小林 伸吉
東京都千代田区三番町５番地７
TEL ： ０３－３５５６－３３４４TEL ： ０３ ３５５６ ３３４４
FAX ： ０３－３５５６－４４５５
Email： shinkichi_kobayashi@fujipharma.jp
URL  ： http://www.fujipharma.jpp j p jp
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